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11
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ハッケヨーイノコッタ/ノコッタ/

第� 1回勝浦町少年相撲大会

一一勝浦町内小中学生� 137人のまめ力士が登場一一

く町村合併30周年記念〉

第25回勝浦町民体育祭に参加しょう

と き� 11月3日(雨天の場合は� 4日に)11買延)

ところ 勝浦中学校グラウンド� 

町民のうごき

世帯数� 1，980・人口 男� 3，871女� 4，047計� 7，918(昭和60年10月� 1日現在)

出生男� 4女� 3計� 7・死t男� 2女� O計� 2・転入男� 8女� 6計14.転出男� 8女� 4計12(昭和60年� 9月中)


広報かつうら� 11月号=185・昭和60年 月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511(代)
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決
算
規
模

昭
和
田
年
度
の
普
通
会
計
ご

O

般
会
計
と
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

特
別
会
計
を
合
算
し
統
計
し
た
も

す の
。

第185号 IJ Jコ つ ら 昭和60年11月� l日(2) 

)
の
決
算
額
は
次
の
と
お
り
で

こ
れ
を
前
年
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
は
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
お
り
、

一
方
、
歳
出

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
歳
入
歳
出
と
も

に
減
少
し
た
の
は
、
普
通
建
設
事

業
費
の
減 

(生
比
奈
小
学
校
建
設

費
等
)
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少

と
な
っ
て
い
る
。

財
政
構
造

依
然
と
し
て
高
い
伸
び
を
み
せ

て
い
る
公
債
費
に
加
、
え
て
、
地
方

税
、
普
通
交
付
税
等
の
経
常
的
な

一
般
財
源
の
伸
び
悩
み
は
、
公
債央

、

区 分 決算額 構成比(%) 

J也 方 干見� 290，175 11.7 

.0 

地
方
債

地方譲与税�  31，853 l.3 

自動車取得税交付金� 18，675 0.8 

地 方交付税�  835，915 33.9 

交通安全対策特別交付金� 465 0

分担金及び負担金� 48，626 2.0 

使 用 料� 35，299 1.4 

手� ~: 料� 4，772 0.2 

国庫支出金�  172，223 7.0 

県 支 出 金� 481，938 19.5 

F才 産 収 ノ¥� 22，531 0.9 

中北 人 金� 21，828 0.9 

総i 越 金� 67，484 2.7 

諸� ~ll 人� 107，971 4.4 

I也 方 イ賞 329.630 13.3 

歳 入� 4E』2 計� 2，469，385 100.0 

方交付税� 

33.9% 

国庫支出金� 1 
地方議与税� f9.1% 

地方債� 
13.3% 

地
方
債
残
高
推
移

地
方
債
と
は
、
長
期
の
資
金
を

借
入
れ
て
建
設
事
業
費
等
の
財
源

と
す
る
も
の
で
、
長
期
に
わ
た
っ

て
元
利
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。

昭
和
日
年
度
末
現
在
高
は
、

二

十
五
億
六
千
六
百
万
円
と
前
年
度

よ
り
、

一
億
二
千
四
百
万
円
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
比
奈
小
学

校
建
設
費
等
に
充
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
方
債
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
で
財
源
措
置

き
れ
て
い
る
。

残
高
推
移

臼
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末 

(単
位
千
円
)

勝浦町の自主財源はわずか24.2%諜責面積介

で積財左
あに;原の
る当割図

て合は
はを
め、勝

た国� J甫
も土町
の面の

、、ーーーーーーーー〆〆

d 自動車取得税交付金� j， 
301意

V
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決算公表昭和59年度勝浦町普通会計24億円の使いみち



町税� 1人当たり
負担額� 

36，759円

1人当たり

492円

(単位千円)

込(3) 昭和60年11月1日� IJ ザコ つ ら 第185号

V
普
通
会
計
収
支
の
状
況

費
負
担
の
割
合
を
示
す
公
債
費
比

率
を
十
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
前

年
度
の
十
七

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
二

・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
、

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
を
含
む
公

僚
費
比
率
に
つ
い
て
も
、

二
十
三
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
前
年
度
の
二
十
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二

・
六
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

っ
て
財
政
構
造
の
硬
直
化
の
度
合

を
示
す
経
常
収
支
比
率
(
経
常
一

般
財
源
総
額
に
占
め
る
経
常
経
費

充
当
一
般
財
源
の
割
合
)
も
八
十

一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
前
年
昨
凡
の

七
十
七

・
一
パ
セ
ン
ト
か
ら
四
・

七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
本
町
の
財

政
構
造
の
硬
直
化
の
様
相
は
極
め

て
憂
膚
伊
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い

司令。� 

歳入総額⑧� 2，469，385(前年度� 2，642，604)

歳出総額⑧� 2，419，450(前年度� 2，575，120)

歳入歳出差引額(⑧ー⑮)⑥� 49，935。翌年度へ繰り越すべき財源⑮

実質収支(⑥ー⑮)� 49，935 

惨目的別歳出とその財源内訳� 

農林水産業費 800，702千円

国県支出金� 439，508千円� 地方債� 137，230千円 一般財源� 173，419千円� 

V
地
方
債
の
充
当
内
訳

403，646千円
その他� / 一般財源� 

48，156千円ν� 174，379千円

公債費 364~482千円 

一般財源 343，897千円

国県支出金�  そ� 0コ千也� 
1.552千円�  19.033千円

住宅新築資金等貸付金に� 

18，830千円

国県支出金� その他� 
52，322千円 3，873千円

町
民
一
人
当
た
り
の

町
税
の
一
人
当
り

フ』 ，口
�
 一
円

刊
百
肝

，、，?十

同

圃

固

で

同

月

ド
ト J
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」
『
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 民
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f 地
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債
残
高

川
�
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抹

仰
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公
b
寸

・
車
市
-
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令
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一
司

マーァ、平

7
一一回日
制
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・8
=
H
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'
d-d

田
川
一

千一

国県支出金� 地方債� その他� 

60，003千円 4，900千円 34，061千円

国県支出金� その他� 
5，071千円 4，038千円

普通会計�  

歳出�  
国県支出金� 地方債� その他� 
23.794千円 1，700千円 23，656千円 306，

負
担
額
と
歳
出

V

V
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(0)(0) 

つ ら 昭和60年II月1日 (4) 

第 4回特別弔慰金請求受付日程

第185号

だ
さ
い
。

前
回
の
受
給
者
は
、
前
固
め

O

求
受
付
は
十
二
月
に
行
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

去、ぃ
。 

特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

手
続
に
必
要
な
も
の
(表
 

2
参
照
) 

国
債
、
ま
た
は
国
債
交
付
通

印
鑑

(
朱
肉
を
使
う
も
の 
) 

知
書
。

請
求
書
類
は
役
場
に
あ
り
ま

な
お
、
久
園
、
棚
野
、
中
山
、

横
瀬
、
与
川
内
、
坂
本
地
区
の
請

九
月
の
広
報
及
び
各
地
区
の
役

求
受
付
日
を
次
の
日
程
(
表 

参
l

員
さ
ん
を
通
じ
て
周
知
し
て
あ
り

ま
し
た
第
四
回
特
別
弔
慰
金
の
請

O

照
)
で
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者

の
か
た
は
請
求
手
続
き
を
し
て
く

戸
(
除
)
籍
の
婚
、
抄
本
は
受

付
日
に
と
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

注 

3
表
中 

4

上
記
の
外
、
必
裂
に
応
じ
て
資
料
の
拠
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。 

印
は
必
要
に
応
じ
て
続
出
す
る
番
類
を
示
す
。

助
料
等
の
法
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合

(
O
)

2

戦
没
者
等
の
遺
族
が
過
去
に
弔
慰
金
、
特
別
弔
慰
金
及
び
公
務
扶

l

戦
没
者
等
の
配
偶
者
が
請
求
者
で
あ
る
場
合

。
。

弔慰金受給権者JE王子1ヱ三王ご 今回祈たに請求する人前回の受給者

O 

印鑑粟 役場にあります� OO 

現況申立書� O 
(0) 

昭60・4・1の請求者の戸籍の謄本または抄本� 

(0)同意 書�  

O O 

1沈没者と請求者との身分関係を証する戸籍の1喜本か抄本� 

年金受給権者の失権を証する戸籍� O。
O 

戦没者死亡時~昭60・3・31の簡の請求者の戸籍

特弔受給権取得~日召60・3・1の聞の戸籍� (0)注� l

戦没者と弔慰金受給権者との身分関係を証する戸総� O 

弔慰金受給者失権の戸籍

特別弔慰金受給者失権の戸籍

昭60・4・1の世帯全員の住民票の写し� O 注 1

身分、死因の立証資料� 

O 注 l 

(0)注2

生計関係申立書

葬祭を行った者であるときはその資料(申立番)� (0) 

相続人であることを証する戸籍抄本� (0) 

公務扶助料等の請求に関する申立替� 

(0) 

請求受{寸日 受{寸 地 区 受(寸場所 受 付 時 間 �  

11月� 5日(刈 石原旭区 役場住民福祉課 年聖1需詰分� 

6日(水) 沼江旭区 ノノ )) 

11目白) 出谷、山田、西岡旭区 ノノ ノノ� 

12日(火) 今山旭区 ノノ ノノ� 

13日(水) 黒岩、中角地区 ノノ ノノ� 

18日目) ノノ )) ノノ� 

19日以) 星白地区 ノノ ノノ� 

20日体) ノノ ノノ ノノ� 

25日間 生名旭区 ノノ )) 

26日伏) ノノ ノノ ノノ� 

27日郎)� f旨定日に受(すできなかった人� )) )) 

12月� 2日(月) 久園地区� )) ノノ� 

3日以) 棚野、立川地区 ノノ ノノ� 

4自体) ノノ )) ノノ� 

9回目) 中山地区�  )) ノノ� 

10日以:) 償瀬旭区 ノノ ノノ� 

11自体) ノノ )) )) 

16日伺) 与川内他区 ノノ ノノ� 

17日(刈 ノノ ノノ ノノ� 

18日(水) 坂本旭区 ノノ ノノ� 

20日住) ノノ ノノ ノノ� 

23日目) 指定日に受出できなかった人� )) )) 

医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
は
し
ご
診
療
は
あ
り
ま
せ
ん

か
?
飲
ま
ず
に
置
い
て
あ
る
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

医
療
費
は
み
ん
な
の
税
金
で
す

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
ノ

0
い
つ
か
ら
老
人
保
健
で
医
療

ガ
受
け
ら
れ
る
か
。

老
人
保
健
に
よ
る
医
療
は
、
七

十
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

誕
生
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
誕
生
日
が
十
一
月
十
日

で
あ
れ
ば
、
十
二
月
か
ら
開
始
さ

れ
、
十
一
月
一
日
で
あ
れ
ば
十
一

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。 

第� 4回特別 弔 慰 金 請 求 に か か る提出書類�  
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老人医療



(5) 昭和� 60年� 11月� l日� IJ込 つ ら 第185号ザコ

中
学
生
の


デ:税� 

2F関� 
‘すν 

c作1;r

)る
 

U

本
州
と
四
国
が
つ
な
が
る
と
い

う
夢
が
現
実
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
。

私
は
、
わ
が
徳
島
か
こ
ん
な
に
も

新
し
い
世
界
に
入
手
し
た
こ
と
を

誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
以
上
に
誇
ら
し
い
の
は
、
一

人
ひ
と
り
が
税
金
を
納
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
こ
と
だ
。

鳴
門
大
橋
を
支
え
て
い
る
一
つ
一

つ
の
金
具
は
、
県
民
の
手
で
あ
る

と
思
っ
。
県
民
の
す
べ
て
の
代
名

詞
と
で
も
言
、
え
よ
う
。
そ
し
て
そ

う
考
、
え
た
時
自
分
が
、
)
の
税
金
を

払

っ
た
ん
だ
ぞ
、
と
い
う
自
慢
と

と
も
に
、
何
だ
か
一
人
前
の
大
人

に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

し
か
し
、
税
金
が
こ
ん
な
に
も

広
い
地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
が
、
ま
だ
充
分
理
解
で
き
な
い
。

「
税
金
や
払
わ
ん
で
、
え
え
で
、
ζ

高
い
の
に
�
 と
文
句
を
言
っ
て
い

た
私
。
だ
か
ら
、
税
を
払
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
ん
な
に
も
生
活
が

向
上
す
る
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
い
や
、
考
、
え
よ
う
と
す

れ
ば
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
、
今
ま
で
の
税
に
対
し
て
の
強

い
拒
絶
感
が
そ
ん
な
考
え
を
起
き

せ
主
っ
と
し
な
か
っ
た
だ
け
だ
。

税
金
を
払
、
つ
よ
う
に
な
る
と
父


母
は
、
す
ぐ
変
な
顔
を
す
る
。


「
ま
た
税
ゐ
当
高
い
な
あ
日

幼
か
っ
た
私
は
、
「
税
金
っ
て
、

母
さ
ん
を
い
じ
め
る
悪
い
奴
じ
ゃ
日

と
思
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
で
あ
る
。

税
金
を
悪
く
思
い
出
し
た
の
は
。

税金 

勝浦中学校� 3年

増田敬子

出来

県佳作

から

同相啓発シリー又

し
か
し
、
今
は
違
う
点
か
ら
税

金
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
「
高
い
な

あ
口
と
は
聞
や
つ
が
、
「
あ
っ
、
�
 
「昨尻

は
、
こ
こ
(
せ
ま
い
道
)
直
し
て

く
れ
る
か
な
�
 と
も
思
、
え
る
。

最
近
に
な
っ
て
近
所
の
道
が
直


っ
た
。
「
き
れ
い
に
な
っ
た
。
お
金


ょ
う
け
い
っ
た
だ
ろ
う
な
。
だ
れ


か
出
し
た
ん
だ
ろ
う
。
や
っ
ぱ
り


税
金
で
し
た
ん
か
な
。
税
金
で
し


た
ん
だ
っ
た
ら
家
の
お
金
も
入
っ


と
う
か
も
し
れ
ん
�
 と
道
を
眺
め


て
思
っ
た
。


鳴
門
大
橋
が
で
き
て
ず
い
分
交

U

U

A

し

w
U

しミ

ね
 

カ£


人
と
し
て
こ
の
世

に
生
ま
れ
誰
も
が

願
う
こ
と

。
幸
せ
に
な
り
た

た
だ
ひ
と
つ
の

そ
の
願
い
さ
え
許

さ
れ
ず

た

だ

ひ

と

り

差
別
の
十
字
架
を

背
負
い

泣
き
な
が
ら
去
っ

通
の
便
が
よ
く
な
っ
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
山
の
方
に

は
ま
だ
未
開
発
な
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
開
発
し
て
便

利
に
す
る
に
は
私
た
ち
の
税
金
を

払
う
と
い
う
心
構
、
え
が
必
要
だ
。

あ
た
り
ま
、
え
の
こ
と
歩
ネ
ヲ
る
の
は

一
番
難
し
い
が
そ
れ
が
私
た
ち
に

与
え
ら
れ
た
使
命
な
の
で
あ
る
。

「
誰
か
が
払
う
だ
ろ
〈
お
金
持
ち

の
人
が
払
っ
た
ら
え
、
え
ん
で
、
孔
」

こ
う
い
う
身
勝
手
な
考
、
え
で
は
困

る
。

一
人
ひ
と
り
が
心
の
中
に
そ

の
こ
と
を
お
い
て
協
力
し
あ
う
こ

幸
せ
に
な
り
た

た
心
や
さ
し
い
人
々

も
し
も
彼
ら
が
知
っ
て
い
た

な
ら

ひ
と
り
苦
し
む
こ
と
も
な
か
っ
た

ろ-つ
夢
を
捨
て
ず
希
望
を
も
っ
た

解
放
の
仲
間
が
い
る
こ
と
を

友
よ
立
ち
あ
が
れ

手
を
つ
な
ぎ
共
に
生
き
よ
う

か
く
す
こ
と
も
恥
じ
る
こ
と
も

何
も
な
い
何
ひ
と
つ
な
い

友
よ
立
ち
あ
が
れ

前
を
み
つ
め
共
に
歩
こ
う

悲
し
む
こ
と
は
な
い

と
が
大
切
で
あ
る
。

税
金
は
、
と
て
つ
も
な
く
大
き

な
力
が
あ
る
。
そ
の
大
き
な
力
を

小
さ
く
し
て
は
い
け
な
い
。
よ
り

大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
ヰ
つ
に
税
金
は
、
大
変
社

会
に
役
立
っ
て
い
る
。
大
げ
さ
に

雪一
回
う
と
、
自
然
を
作
る
も
と
、
あ

る
い
は
社
会
の
財
産
で
あ
る
。

税
金
と
か
か
わ
り
あ
う
事
が
多

く
な
っ
て
い
く
将
来
。
私
の
手
が

大
き
な
社
会
を
成
り
立
た
せ
る
た

め
の
足
場
と
し
て
使
、
え
る
よ
う
に

反
り
た
い
。

一
族
よ
光
と
な
れ

こ
の
世
の
私
た
ち
を
照
ら
す

ひ
と
す
じ
の
光
と
な
れ
・
�
 
..

作

詩

伊

漬

千

代

阿
波
高
等
学
校

2
年

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文

MUS04
テキストボックス
同和啓発シリーズねがい
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〈生活の知恵〉
 

領
収
書
の
保
管
期
間

効
力
が
な
く
な
る
ま
で

大
切
に
保
管
し
よ
う

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

農
家
経
済
調
査
功
労
者

領
収
書
思
議
の
支
払
い
、
品

物
の
受
け
渡
し
な
ど
の
証
拠
と
な

る
も
の
で
す
。
借
金
を
返
す
と
き

や
代
金
主
支
払
う
と
き
は
、
必
ず

領
収
書
を
受
け
取
り
、
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

領
収
書
は
、
代
金
の
支
払
い
義

務
が
な
く
な
る
ま
で
保
管
し
て
お

江
戸
時
代
か
ら
育
て
伝
、
え
ら
れ

て
き
た
郷
土
愛
の
精
司
こ
れ
か

ら
も 

縁
の
下
の
力
持
ち 

と
し

て
活
躍
す
る
消
防
団
に
、
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

、「ノ
。

H

H

く
べ
き
で
す
。
領
収
書
を
い
つ
ま

で
と
っ
て
お
く
か
は
、
支
払
い
代

金
の
磁
類
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

主
な
領
収
書
の
保
管
期
聞
は
次

の
と
お
り
で
す
。

-
一
年
間

1
飲
食
代
、
宿
泊
料
、

タ
ク
シ
ー
代
、
旅
客
や
貨
物
の
運

賃
、
大
工
・
左
官
の
手
間
賃
な
ど

・
二
年
間

1
電
気
・
ガ
ス
料
金
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
、
パ
ー
マ
や
散

髪
代
、
学
校
や
塾
の
授
業
料
、
け

い
こ
ご
と
の
月
謝
、
修
理
代
、
高

ロ
聞
の
代
金
な
ど
。

-
三
年
間 

医
療
費
、
建
築
工
事

費
な
ど
。

-
五
年
間 

国
税
・
地
方
税
、
水

l l

道
料
金
な
ど
の
公
共
料
金
、
地
代
、

家
賃
、
利
息
、
月
謝
代
金
、
商
売

上
の
貸
借
金
な
ど

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の

領
収
書
は
、
年
金
を
受
け
る
と
き

ま
で
必
要
で
す
。

大
切
な
領
収
書
で
す
。
き
ち
ん

と
繋
理
し
、
保
管
し
て
お
き
た
い

も
の
。
も
し
、
な
く
し
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
再
発
行

し
て
、
も
ら
、 
7
ト
品
う
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

正 さ ん中西

(石 原)

ミs自分たち31守;~~;た:い:

山地域防災め狙い芋消防団山勺� 

秋季全国火災予防運動� 

11 月 26日 ~12月 2 日

地
域
に
根
ざ
し
た


消
防
団
の
活
躍


消
防
団
は
、

町
や
村
の
住
民
の

生
命
、
身
体
や
財
産
を
守
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域

社
会
で
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は

以
前
に
も
増
し
て
重
要
で
す
。
消

防
団
が
町
や
村
の
災
害
活
動
歩
、
す

べ
て
引
き
受
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
年
の
夏
に
起
こ

っ
た
長
野
県

の
地
す
べ
り
災
害
や
日
航
機
墜
落

事
故
で
は
、
消
防
団
の
活
躍
が
大

き
な
カ
と
な
り
ま
し
た
。

災
室
長
複
雑
多
様
化
し
、

大
規

農
家
経
済
の
動
き
を
調
査
す
る

た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
農
家
経

済
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

石
原
地
区
の
中
西
正
氏
は
十
五
年

余
の
永
年
に
わ
た
り
、
自
家
の
農

家
経
済
の
記
録
を
提
供
し
、
農
林

水
産
統
計
に
協
力
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
先
月
十
八
日
の
統
計
の

日
に
あ
た
り
、
永
年
資
料
提
供
の

功
労
者
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
統
計
は
農
家
の
実
態
を
は
握

し
、
農
家
の
経
済
的
地
位
向
上
を

図
る
施
策
の
も
と
と
な
る
重
要
な

統
計
調
査
で
あ
り
ま
す
。

模
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
消
防
団

の
活
躍
に
、
よ
り
大
き
な
期
待
が

か
か
っ
て
い
る
と
い
、
え
ま
す
。

グ
原
動
力 
d 

lま

郷

土

愛

消
防
団
員
は
二
つ
の
顔
や
持
っ

て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
魚
屋
さ
ん

や
八
百
屋
さ
ん
が
、
非
常
の
場
合

は
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
す
る
の

で
す
。
郷
土
愛
の
精
神
が
、
イ
ザ
、

と
い
う
と
き
は
本
業
を
投
げ
つ
っ

て
ま
で
献
身
的
な
活
動
を
す
る

H

原
動
力 

す
。

H

と
な
っ
て
い
る
の
で

\、~

¥、ーー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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O園

o保� 

町 村 合 併30周年記念

勝浦町産業祭&園芸祭
テーマ� :21世紀への展望ーふるさと勝浦の活性化のだめにー

成乗の呆:実展&鈴必台、� 
v〓〓品種の果実が金 4 ぺ~ 
fふι長===� 1二ょi5d;-，" 

とき:昭和60年刊月9日(土)~10日(日〉

ところ:勝浦町園芸高校，武道館，体育館� 

11月9日午前� 8:OO~ 

勝浦町役場東広場�  

O農産物昂評会� O苗木販売展�  

O果 実 展� 0被� 1反 展� 

O野 菜 展� 0食昂販売展�  

O草 花 展� op T A 展� 

O加 工 展� O書画、写真、戸ニメ展

みかん娘選賞会� 

11月9日午前10:OO~ 

勝浦町住民福祉センター� 

O同和文芸展�  
古± 展:z:;;: 

1建 展� 

0模擬居生徒会展� 

Oコンヒ。ユータ一教室

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町村合併30周年記念勝浦町産業祭＆園芸祭テーマ21世紀への展望ふるさと勝浦の活性化のために

MUS04
テキストボックス
世界の果実店＆物産展なんと200品種の果実が集まるよ

MUS04
テキストボックス
催物ふれあいの朝市みかん娘選賞会



昭和60年11月 1日 (8)つ ら'コカミ第185号

i;Ltf

111:怖，� ;ji:1:1:11揃!j

くJI/拶'P>場

笑
顔
持
ち
と
言
わ
れ
切
な
き
世
を

渡
り

走
る
だ
け
か
知
ら
ぬ
初
孫
に
選
挙

機

坂

本

た

に

ふ

じ

え

豊
穣
の
夢
を
破
っ
て
倒
れ
伏
す

群
れ
が
ら
す
色
付
く
柿
を
喰
い
あ

ら

す

坂

本

日

浦

翠

峰

働
い
て
り
き
む
翁
に
齢
は
な
い

他
国
多
き
翁
な
れ
ど
も
愛
の
歌

坂

本

谷

富

士

大
ニ
ュ
ス
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て
見

る
-
ア
レ
ビ

貧
乏
神
ば
か
り
に
好
か
れ
闘
が
な

い

坂

本

畠

田

久

恵

反
核
の
生
の
叫
び
が
地
を
ゆ
す
る

国
動
く
人
の
活
字
が
太
く
な
る

中
国
が
靖
国
ま
い
り
止
め
に
来
る

横

瀬

錦

内

常

一

正
直
な
こ
た
へ
を
出
し
て
来
る
鋭

離
陸
し
て
期
待
と
不
安
同
居
す
る

孫
の
名
を
上
下
関
連
つ
呼
ぶ
た
ん

び行
っ
た
先
考
へ
て
見
る
忘
れ
傘

生

名

倉

僑

テ

ル

逆
立
ち
ゃ
ャ
す
る
娘
が
母
を
あ
わ
て

き
せ

世
話
好
き
を
町
内
遠
慮
な
く
使
い

生

名

丸

山

香

月

六
畳
の
部
屋
の
王
者
で
老
い
る
わ

れ嘘
か
も
よ
有
難
い
と
う
写
経
す
る

横

瀬

稼

勢

都

景

お
年
玉
っ
き

年
賀
は
が
き
が

日
月 
5
日
発
売

郵
惇
周
と
切
手
売
さ
ば
き
所
で

寄
付
金
っ
き
(
絵
入 
)
は
が
き
か

四
十
五
円
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

は
が
き
は
三
種
類
で
四
国
地
方

版
の
「
大
鳴
門
橋
」
と
全
国
版
の

「
富
士
」
「
献
花
」
で
す
。
電
話

で
の
受
付
も
行
い
ま
す
。
お
早
目

に
町
内
郵
便
局
に
ど
っ
ぞ
。

仰l!l わ!本l

熟
年
と
お
だ
て
て
智
恵
を
借
り
に

来
る

一一
兎
追
っ
て
少
し
っ
か
れ
が
見
、
え

て

来

る

沼

江

大

岡

小

枝

…
出
訟
は
百
周
七
日
ま
で
に

三

匂

ハ

ガ

キ

で

…

-
送
り
先
勝
浦
町
三
渓

由
昭
努
広
夫
(
都
邑
車
)
ま
で
一

町
内
在
住
の
か
疋
に
限
り
ま
す
。

一
次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
叡
と
交
代
一

…
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
一

…

さ

い

。

…

865 
20 14 12 

駐
在
所
だ
よ
り 

-
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
盗
難
が
連

続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
必
ず

キ
ー
を
抜
い
て
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
チ
番
者
を
発
見
し
た
場
合
は

す
ぐ

一一
 

番
し
て
く
だ
さ
い
。

O

勝
浦
会
館
十
一
月
行
事

日 B 日 日日日
(利休:)(火) 働 側(刈� 

生
花
教
室

手
芸
教
室

習
字
型
室

定
例
会

着
付
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

・
こ
ん
な
人
を
近
所
で
見
か
け
た

ら
、
す

く

二 

番
O

踊
り
教
室

生
花
教
室

指
名
手
配
の
ポ
ス
タ
ー
写
真

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・

O
に
よ
く
似
て
い
る
。

(
傷
あ

と
、
あ
ざ
な
ど
身
体
の
特
徴

が
よ
く
似
て
い
る
)

社
会
総
合
大
学

日
樹
習
字
教
室

何
を
し
て
生
活
し
て
い
る
の

部
日 

ω
着
付
教
室

n

O

五
十
回
公
会
堂
)

幻
日
嗣
踊
り
教
室 

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

グ
尚
子
習
日
の
お
知
ら
せ 
d

近
附
付
き
合
い
か
な
い
。 

十

一
月
十
二
日

ω

十

一
月
二
十
六
日
附

午
後
七
時 

午
後
九
時

i

習
{
ヱ
垂
級

時
間

時
間

場
所

十

一
月
九
日
出

午
後

一
時
三
十
分 
i

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

部
日
附
踊
り
教
室

昼
間
は
ほ
と
ん
ど
出
歩
か
ず
、

却
日
幽
手
芸
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

時
開
講
(
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

O

60才� :l( )1;3.2 

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

墨

絵

掌

級

十

一
月
七
日
肘

十
一
月
十
七
日
日

時
間

午
後
七
時
三
十
分
1
午

後
九
時
三
十
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

短
叡
裳
蹴

・おとしよりの部屋は明るく・・・。
だれても年令が進むと践の絹膜の感度がに� ¥:

〈なり、さ勺に瞳孔の縮小や水晶体の光の透過

率の低下があるので、視力や8月るさ 感� b減退し

て〈るのが普通です。こ れを補正する には、お

としょっに苅する昭明を特に配慮してあげ るこ

とが必要です。

日月 るさは、20才を基準にした場合、60才で1;13 

倍の明るさが必要とい?研究bあ りま すので特

に台としよりの部屋は明 る〈し てあげ ましょう 。� 

c主)下の明るさ基準のグラフは新聞活字程度� 

( 6ポイン卜)を見た場合。

工枝院委託〈住宅性能揮準化の調査研究報告書〉より� 

50才� 項 )l:2.4 

40才� 担 J l1.8 

20才 《二二二二二予1.0 

2 3 
必要な明るさ(比)(20才を基準として)� 

-w国庫~~

立
川

竹

田

あ
ゆ
み

左から地方版「大鳴門機Jと

全国版「献花J r富士J

、、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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二
男
知
目

史

李一
滋

香

川

異

庚 

学
十

，

宮山

脳

ヂ

子

、

一長
男
陸

長
女
ひ
と
み

添
上

回

善

一

主
地
さ
っ
き
)
長
女
佳

主
-
渓

橋

本

隆

司

下
謹
山
畑
企画
中
ハ

-v
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大
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牢
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ま
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インフルエンザ予防接種目程表

司 広

t 
o 
t 

0
. 

dp 
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d 
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大~点
一作
唐

波

明

好 

7
ぼ

以

理

子
」 J

-
Z

戸
籍
の
窓

9
月
刊
日 
i
刊
月
刊
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

今
年
は
す
で
に
ホ
ン
コ
ン 

型
A

に
よ
る
流
行
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

正

常フ

f
f

士
以
謝
々
比
削
刊
)
長
女

亜

大工-渓

松
下

美
.，.，ミ
一

之
-す一美

け
て
も
う

一
度
接
種
が
必
要
で

す
。

ど
の
活
動
期
に
あ
る
人

そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認

め
た
人

O

一
時
)
長
女

宏

手
前
地争

お
く
や
み
申
し
ま
す

-v



武

市

喜

明

鎮

西

智

子

森

川

公

博

米

津

佳

子

山

崎

安

雄

/

徳

島

市

谷
上
千
鶴
枝

お
誕
生
お
め
で
と
う

¥
大
字
沼
江
字
西
岡

鴨

島

町

¥
大
字

三
渓
字
林

/

徳

島

市

「
大
字
久
間
字
内
金

大
工一
渓
字
上
小
川
植
松

大
字
三
渓
字
格
谷
荒
川

大
字
生
名
字
平
野
儀
賀

大
字
沼
江
宇
一
生
平
山
本

大
字
三
豊
十
莱
域
新
出

。
接
種
後
、

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

約
四
週
間
の
聞
を
あ

成
夫
(
仙
歳 
)

良
和
(
万
歳 
)

文

二
位
歳 
)

清
(ぬ
歳 
)

義
夫
(
印
歳 
)

す
。
う
が
い
、
疲
労
、
睡
眠
不
足

な
ど
に
充
分
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
予
防
接
種
を
受
け
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
主
?
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金 

--， 

と
お

す正ん
しの

訂
正

正ELIは〈 悼所が 欄の生出

お つ で わ
わて
びい山 び
し ま回�  L 

一二歳 

五
歳
二
百
円 

O

i

ま し恋

O
六
歳 
1
十
二
歳
二
百
五
十
円

。
十
三
歳
以
上
三
百
五
十
円

z-
明
代
吉
男

章

奈
昨

北

内

恵

/

-

光
代
)
一面力・
日
-

J

祐 

E
長

港

内

精

台

忠

君

代

)

長
男

雅

若
手

大
奥
和
月

典
子
」E

JJ

一長
女
由

子
」一三
女

良

J

六
時
美
馬
則
文

露
間

友

会

事

加

藤

隆

弘
)長
女
万

孟

韮

久

美

子

」

奈出
甲，41』菜美理

l

O

善

意
あ
り
が
と
う

熱
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人

q
p 

9
月
刊
日 

叩
月
日
日

出
見
勢

予
防
接
種
の
受
け
ら
れ
な
い
人

ご
ざ
い
ま
し
た

O
心
臓
病
、
肝
臓
病
、
糖
尿
病
な

4 
e 
@ 
令� 

... 

.' 

e 
t 
0 

令

t 
@ 

月 日 11寺 |渇 士会 所 {蔚 考� 

11 1 8幽 午後� 1時30分 -3 s寺 勝浦町農協� (倉庫� 2階) 
l回目� 

12(刈 午後� 211寺-3時30分 農村婦人の家� 

18伺) 午後� 1時30分-3時 坂本小学校� 2回目� 

20刷 午後� 2時30分-4時 住民福祉センター� l回目� 

21(;N 午後� 2時-3時30分 沼江保育所� 2回目

27(;利
午後� 1時30分-2時30分 与川内事業所� 

l回目午後� 3時-4時 生名集会所� (東林庵)� 

28附 午後� 1時30分-3 s.寺 星谷集会所� 

12/10ω 午後� 2時-3時30分 農村婦人の家� 

2回目� 

1H水) 午後� 2時30分-3時30分 住民福祉センター

印刷 午後� l時30分-3時 勝浦町農協� (倉庫� 2階) 

18かN
午後� l時30分-2時30分 与川内事業所

午後� 3時-4時 生名集会所� (東林庵)

印刷 午後� l時30分-3時 星谷集会所

匿匿

名

匿

名 

(中

山 

)

(中

山 

)

名 

(償

瀬 

)

前
川
果
樹
研
究
会

儀
宝
茂
之 
(生

名 (横
瀬)
)

荒
川
多
郁
雄 

(中

山 

)

以
上
の
か
だ
か
ら
社
協
善
意
銀

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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第185号 カ込 ずご〉 フ ら 昭和60年11月1日 (0) 

と

/
O

-
oき o

T

j

身
長
、
体
重
測
定

一
内
科
、
歯
科
健
診
�
 

指
導

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

接
種
方
法

第
一
期
:
一
か
月
ご

と
に
三
回
接
栂
6

第
二
期
・
:
第

一
期
終

十
一
月
六
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分

傷
風
一二
種
混
合
�
 防
接
種

二

時
三
十
分

と
こ
ろ

住
底
福
祉
セ

ン
タ
ー

該
当
者

二
歳
1
四
歳
未
満
の
子

〉』

きO

と
こ
ろ

内

容
、
問
診

三
歳
児
健
康
診
査

公
身
と
も
に
発
達
の
著
し
い
予
」

の
時
期
に
、
総
合
的
健
診
を
行
い

生
活
指
導
や
、
異
常
の
早
期
発
見

な
ど
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

該
当
児
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

十
一
月
十
五
日
(
金
)

午
後
一
時
1
二
時
受
付

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
と
問
診
票
を
こ
持

参
く
だ
さ
い
。

※ 料

子
後
十
二
か
月
�
 十
i

八
か
月
後
に

一
回
接

種
。

金

無
料

母
子
手
帳
、

印
鑑
を
こ
持
参

く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
年
六
月

一
日
�
 

i
九
月
三
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
。

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

ー

v

該
当
児

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

胃
ガ
ン
の
症
状
と
し
て
特
有
な

も
の
は
な
く
、
進
行
し
て
い
て
も

無
症
状
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

四
十
歳
前
後
は
ガ
ン
の
好
発
年

レントゲン検診日程表

月日 場 戸斤 時 問 料金

)勝浦町農協
午前

11/1I(月) 81侍-10時
生比奈農協�  

500円

役 場 裏
午前

12(:k) 8 a寺-101時
農村婦人の家

と

十
一
月
十
三
日
(
水
)

き

一一一
時

i

午
後
二
時
�
 

と
ニ
ろ

該
当
児

診
査
内
容
�
 歯
科
審
査

O 勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
五
十
九
年
三
月
一

※ 

日
1
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
。

。
該
当
者
に
は
、

通
知
し
ま
す
。

内
科

一
般
審
査
�
 

一
歳
六
か
月
児

栄
養
及
び
保
健
指
導

健
康
診
査

身
体
、
精
神
共
に
発
達
の
著
し

い
こ
の
時
期
は
、
自
立
心
も
め
ば

え
、
特
に
心
身
障
害
の
早
期
発
見

や
、
し
つ
け
、
栄
養
な
ど
の
正
し

十

一
月
二
十
七
日
(
水
)

い
指
導
が
大
切
な
時
で
す
。

十

一
時
三

該
当
者
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
�
 

O O

i

※ 

母
子
手
帳
、
問
診
票
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

齢
で
す
。
年

一
度
は
必
ず
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
検
査
前
日
の
夕
食
後
か
ら
、
当

と

き

午
前
十
時

十
分

日
検
診
が
終
わ
る
ま
で
は
、
何

も
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
い

lv 

と
ニ
ろ

勝
浦
病
院

で
く
だ
さ
い
。

小
児
科

11月定f9UJ山配ごと相談

日時 11月 l日(金)

午前10時一午後� 3時
d、、� 人権・行政・ 厚生・福祉

場所 住民福祉センター� 2階� 

(平日でも受付しておりますので¥
お気軽にお問い合わせください/

一飼い犬は必ずつないてくださいー

不用犬買い上げ日

11月2日 山西 医院

勝浦病院

湯浅医院

勝浦病院�  

赤岩医院
2-302712日 勝浦病院�  
湯浅医院14日 山西医院
2-2003 

16日 勝浦病院�  
赤 岩 医 院 �  

18日 湯浅医院 2-2006 

勝浦病院�  
2-2555 

山西医院�  

〔電話番号〕� 

11月 6日(7}()

川月� 20日!7付品� 
夜間救急当番表

20日 勝浦病院�  

22日 赤岩医院

@日 勝浦病院�  

26日 山西医院

回目 勝浦病院�  

30日 湯浅医院 �  

平日 午後6時~翌朝午前9時
休日 午後ア時~翌朝午前9時

成犬�  300同

小犬� 100円� 

④日

6日

8日

⑩巴
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